
受付番号： 課題番号：

⼀般財団法⼈ 中辻創智社 2023年度 研究費助成公募 研究計画書

2023年  ⽉  ⽇

研究代表者 （カナ）
⽒名 （漢字等）

所属研究機関 （名称）
（住所）

部局
職位

研究課題名

審査を希望する分野  A（⽣態学・分類学）・ B（基礎⽣物学・⽣物学⼀般）
申請分野のキーワード

e-Rad 研究者番号
e-Rad 登録が無い
場合はその事由を
記載して下さい

申請⾦額 万円
間接経費 要（ %)  ・ 不要

雇⽤元の専従契約 あり ・ なし
研究経費 使⽤内訳（千円）

研究経費 （千円） 設備備品費 消耗品費 旅費 ⼈件費・謝⾦ その他

助成⾦送⾦の研究者指定 研究者名
直近の科研費申請状況
(2022年10⽉申請もしくは 申請した   ・   申請していない
2023年3-4⽉申請分）
上記科研費を
申請していない場合
その理由を記載
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1. 研究経費とその必要性
設備備品費、消耗品費、旅費、⼈件費・謝⾦、その他の必要性について記述して下さい。

2023年度 研究費助成公募 研究計画書

設備備品費の明細（⾦額単位：千円）
品名・仕様 設置機関 数量 単価 ⾦額
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消耗品費の明細（⾦額単位：千円）
事項 ⾦額 事項 ⾦額 事項 ⾦額

旅費、⼈件費・謝⾦、その他の明細（⾦額単位：千円）
事項 ⾦額 事項 ⾦額 事項 ⾦額
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2. 研究費の応募・受け⼊れの状況
応募中、受け⼊れが決定している2022年度研究費について記載して下さい（学内グラントを含む）

研究者⽒名 研究課題名 2022年度研究 エフォート 研究内容の相違点
（研究代表者名） 経費（受給中） (%)
（研究費の種類） ⾦額単位：千円

研究者⽒名 研究課題名 2022年度研究 エフォート 研究内容の相違点
（研究代表者名） 経費（申請中） (%)
（研究費の種類） ⾦額単位：千円
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3. 研究課題の背景、研究分野の状況など 
本研究課題の背景、研究分野の発展状況などを、専⾨外の⼈にもわかるように１ページ以内で記載してく

ださい。 
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4. 研究⽬的、研究⽅法など 
本研究の⽬的と⽅法などを３ページ以内で記述して下さい。冒頭にその概要を簡潔にまとめて記述し、本

⽂には(1)学術的背景、研究課題の核⼼、(2)本研究の⽬的及び独⾃性や創造性、(3)本研究で何をどのよう

に、どこまで明らかにしようとするのか、について具体的かつ明確に記述して下さい。 

（概要） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（本⽂） 
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4. 研究⽬的、研究⽅法など（続き） 
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4. 研究⽬的、研究⽅法など（続き） 
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5. 本研究の着想に⾄った経緯など 
(1)本研究の着想に⾄った経緯、(2)関連する国内外の研究動向と本研究の位置付け、(3)これまでの研究活

動、(4)準備状況と実⾏可能性、について１ページ以内で記述して下さい。 
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6. 研究代表者のこれまでの研究業績 
これまでに発表した論⽂、著書、産業財産権、招待講演のうち重要なものを選定し、発表年次順に 2 ペー

ジ以内で記⼊して下さい。なお、学術誌へ投稿中の論⽂を記⼊する場合は、掲載が決定しているものに限

ります。 
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6. 研究代表者のこれまでの研究実績（続き） 
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7. ⼈権の保護及び法令等の遵守への対応 
本研究を遂⾏するにあたり、相⼿⽅の同意・協⼒を要する研究、個⼈情報の取扱いの配慮を必要とする研

究、⽣命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など法令等に基づく⼿続きが必要な研究が含まれ

る場合、講じる対策と措置を１ページ以内で記述して下さい。個⼈情報を伴うアンケート調査・インタビ

ュー調査、提供を受けた試料の使⽤、ヒト遺伝⼦解析研究、遺伝⼦組換え実験、動物実験など、研究機関

内外の倫理委員会等における承認⼿続きが必要となる調査・研究・実験などが対象となります。該当しな

い場合は、その旨記述して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8. 考慮が必要な事情 
産休・育休、育児・介護、療養などにより研究期間にブランクがある場合、他職種からの転向などキャリ

アパスの⼤幅変更、など、特に考慮が必要な事情がある場合は、その旨記述して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


